
R2.9.9（水）教育福祉委員会

『ア Ｎ－タク実証実験結果と今後の移動支援策について』福祉部長寿課

１．Ｎ－タク実証実験結果の概要

1.1 実証実験

1.2 運行実績集計結果

（１） 利用実績（４０日間）

（２） 利用者属性

① 性別

l全体では女性が73％を占め、昨年度調査と同程度の男女構成であった。

項目 概要

実施期間
令和元年９月１７日(火)～令和元年１１月１５日(金)：計４０日間

※平日の月～金曜日のみ（土日祝日は除く）

運行時間帯 午前８時～午後４時３０分

対象者

長久手市民の方で、次に掲げるいずれかに該当する方

・満７５歳以上の方（期間中に７５歳になる方も可）

・満１２歳以上で障がいがある方

・運転免許証自主返納者

・満６５歳以上で運転免許証を取得したことがない方等

・要支援者、要介護者、事業対象者（介護保険制度によるもの）

料 金
一般利用者：１回３００円

モニター ：片道２０回まで無料（それ以上は１回３００円）

項目 令和元年度 平成３０年度

延べ利用人数

１,４８７人

・一般利用者： ４５３人

・モニター ：１,０３４人

６９６人

実利用人数

(登録者数 346 人)

一般利用者 202 人

モニター144 人

１８４人

・一般利用者： ８４人

・モニター ：１００人

１５２人

１人あたりの

平均利用回数

８．１回

・一般利用者： ５．４回

・モニター ：１０．３回

４．６回

実証実験期間中の

平均利用人数

9/17～10/14：３５．８人

10/15～11/15：３８．３人

２か月間平均：３７．２人

９月 ：１４．２人

１０月 ：２０．０人

２か月間平均：１７．４人

１人当たりの

移動距離

５．１５km

（７，６５３km÷１,４８７人）

２．４５km

（１，７０５km÷６９６人）

１日平均移動距離 １９１．３km ４２．６km

乗合率

３６．０５％

（乗合成立回数４８２回

÷運行回数１，３３７回）

４．６５％

（乗合成立回数２９回

÷運行回数６２３回）

② 利用年齢層

l全体では80～84歳が33％と最も多く、次いで75～79歳が25％を占め、合計で58％を占める。

l昨年の調査に比べると、75歳以上の利用割合が多くなっている。

③ 時間帯別利用状況

l 9時台、10時台に利用が多い傾向がみられ、昨年度調査と同様の傾向であった。

④ 乗車回数別実利用人数及び乗車回数別運行割合

l全体では、乗車回数別実利用人数は12回以上乗った方が24％を占め、乗車回数別運行割合は12回以

上乗った方の割合が60％を占めており、一部の方の利用に偏っている状況が伺える。

【乗車回数別実利用人数】※介添人除く

【乗車回数別運行割合】※介添人除く
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R2.9.9（水）教育福祉委員会

『ア Ｎ－タク実証実験結果と今後の移動支援策について』福祉部長寿課

２．乗車時アンケートの結果概要

（３） 外出した目的

l全体的に「通院」目的が最も多く、昨年度調査と同様の傾向であった。

l「通院」目的は、一般利用者の方が高くなっている。

（４） 利用料金 1 回 300 円について

l全体的に「ちょうどよい」が最も多く、次いで「安い」が同程度または多くなっている。

l「安い」の割合は昨年度調査より多くなっている一方で、一般利用者では「高い」の割合が昨年度調

査より多くなっており、Ｎ－バスと比べられている可能性が推察される。

（５） 目的地までの手段（複数回答）

l行き、帰りとも、乗合タクシーに次いで、Ｎ－バスが多くなっている。

（６） 乗合タクシーがない場合、今回の目的地までの普段の移動手段（複数回答）

l全体では「Ｎ－バス」が43.5％で最も多く、次いで「一般タクシー」が27.1％となっているが、一般

利用者は「一般タクシー」が最も多く、モニターは「Ｎ－バス」が最も多くなっている。

（７） 今回乗合タクシーを利用しようと思った理由（複数回答）

l全体的に「自宅から乗れ、目的地まで楽に移動できるから」が最も多くなっており、次いで「早く目

的地に行けるから」と「利用料金が安かったから」が40％を超え、一般利用者では「今の公共交通で

行くには不便だから」も40％を超えている。

（８） 実証実験期間中の乗合タクシーの利用予定

l全体では「１週間に１回」が最も多く、次いで「週に複数回」が多くなっているが、一般利用者は「週

に複数回」が最も多く、モニターは「１週間に１回」が最も多くなっている。

（９） 乗合タクシーが本格導入された場合の運転免許の返納の有無

l全体では「考える」が最も多く、次いで「考えるきっかけになる」が多くなっているが、一般利用者

は「すでに返納している」が最も多く、モニターは「考える」が最も多くなっている。
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R2.9.9（水）教育福祉委員会

『ア Ｎ－タク実証実験結果と今後の移動支援策について』福祉部長寿課

３．Ｎ－タク事後アンケートの結果概要

1.3 事後アンケートの回収結果

1.4 事後アンケートの結果集計

（１） 乗合タクシーを利用して良かったと思うところ

l全体、一般利用者、モニターのいずれも「家族や知人に送迎を頼まなくてよかった」が最も多く、

次いで「好きな時間に移動することができた」が多くなっており、移動の自由が確保されたことが

良いことと受け止められている。

lまた、「重い荷物を持たなくて良かった」が３番目に多くなっている。

（２） 乗合タクシーを利用して、不満に思ったところ

l全体、一般利用者、モニターのいずれも「運行範囲が市内限定であるところ」が最も多く、次いで

「予約が希望どおりにとれないところ」が多く、この２点が目立っている。

項目 令和元年度

登録者数

３４６人

・一般利用者：２０２人

・モニター ：１４４人

回収数

２２６人

・一般利用者：１１５人

・モニター ：１１１人

回収率

６５.３％

・一般利用者：５６.９％

・モニター ：７７.１％

（３） 乗合タクシーを利用した満足度

l「事前登録が必要なこと」と「電話予約が必要なこと」は「気にならない」が最も多くなっている。

また、「目的地までの所要時間」は、「満足」が最も多くなっている。

l「予約のとりやすさ」は、「満足・やや満足」を合わせた割合が、「やや不満・不満」を合わせた

割合より大きいが、その差は小さく、前頁の「乗合タクシーを利用して、不満に思ったところ」の

「予約が希望どおりにとれない」という不満の傾向が出ている。

（４） 乗合タクシーが本格導入された場合の利用の有無

l「利用する」が７割弱と最も多くなっている。

（５） 仮に、1回 300 円で本格運行することになった場合の利用頻度

l全体、一般利用者、モニターのいずれも「１週間に１回」が最も多く、次いで「週に複数回」が多

くなっている。

l初回乗車時アンケートの結果と比べると、一般利用者は「週に複数回」が減り、「１週間に１回」

が多くなっており、モニターは「１週間に１回」が減り、「週に複数回」が多くなっている。

【参考：初回乗車時アンケート結果】
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65

57

57

58

15

19

12

20

19

21

8

6

9

6

3

8

17

20

14

17

21

14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=226）

一般利用者（N=115）

モニター（N=111）

全体（N=226）

一般利用者（N=115）

モニター（N=111）

事
前

登
録

が

必
要
な
こ
と

電
話
予

約
が

必
要

な
こ
と

気にならない やや不満 不満 回答無し

20

23

18

49

44

54

26

25

27

19

18

19

18

14

22

9

10

9

17

14

20

1

0

3

19

24

14

22

28

15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=226）

一般利用者（N=115）

モニター（N=111）

全体（N=226）

一般利用者（N=115）

モニター（N=111）

予
約
の

と
り
や

す
さ

目
的

地
ま
で
の

所
要

時
間

満足 やや満足 やや不満 不満 回答無し

68.1

67.8

68.5

1.8

0.9

2.7

12.8

9.6

16.2

17.3

21.7

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=226）

一般利用者（N=115）

モニター（N=111）

利用する 利用しない わからない 回答無し

23.9

20.9

27.0

31.9

27.8

36.0

17.7

20.9

14.4

5.8

8.7

2.7

3.5

4.3

2.7

17.3

17.4

17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=226）

一般利用者（N=115）

モニター（N=111）

週に複数回 1週間に1回 2週間に1回 1ヶ月に1回 ほとんど利用しない 回答無し

25.9

34.6

22.0

41.2

23.1

49.2

9.4

19.2

5.1

4.7

6.8

3.5

3.8

3.4

15.3

19.2

13.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1調査：全体（N=85）

R1調査：一般利用者（N=26）

R1調査：モニター（N=59）

週に複数回 1週間に1回 2週間に1回 1ヶ月に1回 ほとんど利用しない 回答無し
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R2.9.9（水）教育福祉委員会

『ア Ｎ－タク実証実験結果と今後の移動支援策について』福祉部長寿課

（６） 本格運行するときはいくらであれば利用するか

l今回の設定料金の300円が５割近く占め、最も多い。

lまた、300円より低い料金の回答を合わせた割合より、高い料金の回答を合わせた割合の方がやや

多くなっている。

（７） 乗合タクシーが本格導入された場合の運転免許の返納の有無

l「免許を所持していない」「すでに免許を返納している、もしくは返納する予定」を除くと、「考

えるきっかけになる」が最も多く、次いでが「考える」が多くなっており、「考えない」を上回る。

l初回乗車時アンケートの結果と比べると、一般利用者は「考える」の割合が増加し、モニターは「考

える」の割合が減少している。

【参考：初回乗車時アンケート結果】

（８） 3 人乗りの小型車両と 9 人乗りのワンボックス車両のどちらが良いか

l「3人乗りの小型車両」と「どちらでも良い」の回答割合が69.1％と大半を占め、「9人乗りのワンボ

ックス車両」の回答割合は1.3％と少なく、乗合に対する抵抗は小さいことが伺える。

４．移動日誌の結果概要

1.5 移動日誌の回収結果

l移動日誌のモニター登録者数に対する回収率は、８割を超えた。

1.6 移動日誌の結果集計

（１） 集計の対象

l移動日誌は、実証実験期間前を含む9/2～11/15（土日祝日除く）の50日間の記載をモニターにお願

いしている。

l集計は、50日間全ての記録の記載がある方72人（回収数の対する割合：61％）を対象に集計を行う。

l集計対象72人のうち、Ｎ－タク利用者は83.3％となっている。

（２） 実証実験前及び期間中の外出割合の変化

lＮ－タクの実証実験前の9/2～9/13（10日間：土日祝日除く）と、実証実験前中の9/17～11/15（40

日間：土日祝日除く）の外出状況は、Ｎ－タク利用者・未利用者とも、「外出しなかった」よりも

「外出した」割合の方が高く、「外出した」割合はＮ－タク未利用者の方が高くなっている。

lＮ－タクを必要とする方（Ｎ－タク利用者）は、Ｎ－タク未利用者に比べて、外出機会が少ないこ

とが伺える。事後アンケートの「乗合タクシーを利用して良かったと思うところ」で『家族や知人

に送迎を頼まなくてよかった』の回答が多いことから推察すると、自由に動ける機会が少ないこと

が影響していると考えられる。

lまた、実証実験前と実証実験中の外出割合の変化は、実証実験中の方がやや外出割合が減っている。

【Ｎ－タク利用者（60 人）】

【Ｎ－タク未利用者（12人）】

項目 結果

登録者数 ・モニター ：１４４人

回収数 ・モニター ：１１９人

回収率 ・モニター ：８２.６％

68.5

71.8

67.7

25.3

25.5

25.3

6.2

2.7

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=3000延べ日数）

実験前（N=600延べ日数）

実験中（N=2400延べ日数）

外出した 外出しなかった 覚えていない・空欄

78.3

79.2

78.1

19.5

20.0

19.4

2.2

0.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=600延べ日数）

実験前（N=120延べ日数）

実験中（N=480延べ日数）

外出した 外出しなかった 覚えていない・空欄

4 1
8

1

45

4 1

9

11 0

10

0

42

4
0

7
1

6
2

6
2

49

3 2

12

2

0

10

20

30

40

50

60

100円 150円 200円 250円 300円 400円 450円 500円 500円以上

（％）

全体（N=226） 一般利用者（N=115） モニター（N=111）

11.9

10.4

13.5

13.3

10.4

16.2

4.0

1.7

6.3

9.3

10.4

8.1

20.8

21.7

19.8

40.7

45.2

36.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=226）

一般利用者（N=115）

モニター（N=111）

考える 考えるきっかけになる

考えない 免許を所持していない

すでに免許を返納している、もしくは返納する予定 回答無し

15.3

7.7

18.6

14.1

11.5

15.3

7.1

3.8

8.5

9.4

7.7

10.2

7.1

15.4

3.4

47.1

53.8

44.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1調査：全体（N=85）

R1調査：一般利用者（N=26）

R1調査：モニター（N=59）

考える 考えるきっかけにはなる 考えない 免許を所持していない すでに返納している 回答無し

35.0

31.3

38.7

1.3

1.7

0.9

34.1

34.8

33.3

14.6

13.9

15.3

15.0

18.3

11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=226）

一般利用者（N=115）

モニター（N=111）

3人乗りの小型車両 9人乗りのワンボックス車両

どちらでも良い わからない（双方の車両を利用していない）

回答無し

83.3 16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計対象（N=72）

利用 未利用
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N=50日
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N=40日
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N=40日



R2.9.9（水）教育福祉委員会

『ア Ｎ－タク実証実験結果と今後の移動支援策について』福祉部長寿課

（３） 実証実験期間前と期間中の利用交通手段の変化

l 9/2～13（土日祝日除く）の実証実験前と、9/17～11/15（土日祝日除く）の実証実験中の利用交通

手段の１日平均利用人数を整理した。

※１日に同じ方が往復などで複数回利用している場合も、１回としてカウント

l実証実験期間中は、「乗合タクシー（Ｎ－タク）」の利用されたことに対し、実証実験期間前と比

べて「徒歩」や「車：自分で運転」の減少が目立つのに加え、既存公共交通の「Ｎ－バス」の減少

も目立つ。

l徒歩移動が困難な方や車の運転をやめて利用するというように、運行目的にあった利用が示唆され

る変化がみられる一方、既存の公共交通の補完でＮ－タクが使用されたことを示唆される変化もみ

られる。

５．まとめ

Ｎ－タクの運行の目的は、最寄りのバス停まで徒歩移動が困難な方の移動支援とし、徒歩移動が困

難と感じる方の割合が大きくなる 75歳以上を主な利用者層の対象として実証運行を行った。

Ｎ-タクを試験運行した効果としては、家族や知人に頼らず移動の自由を確保できたことや高齢者

が運転免許の返納を考えるきっかけになること等が、利用者アンケートから把握することができた。

しかし、普段外出に困難を感じる方の外出促進を期待したが、下図にみられるように、Ｎ－タクが

ない場合の目的地までの普段の移動手段は、一般タクシーとＮ－バスが多くを占めている一方で、「外

出しない」の割合がゼロであることから、Ｎ－タクの運行によって新たに外出するようになった方は

少なく、前述の事後アンケートにおいても、実証実験前と実証実験中で外出回数に大きな変化はみら

れなかった。

普段は既存の公共交通を使える方の利用が多かったものと考えられ、左記の事後アンケートの結果

からも、Ｎ－タクは既存の公共交通の運行本数や運行時間帯の空白を補完する手段として活用された

といえる。

Ｎ－タクの運行目的に沿った利用者層の輸送を実現するには、「最寄りのバス停まで徒歩移動が困

難な方」の登録を厳格にする必要があるが、その判別は困難といえる。

そのため、移動支援に対する効率的な負担に向けて、市内の他の外出促進策や移動支援策の統廃合

とＮ－タクの運行の要否も含めたトータルで、移動支援が必要な方に対する支援の見直しを検討する

必要がある。

初回乗車時アンケート：乗合タクシーがない場合、今回の目的地までの普段の移動手段

7

8

1

2

3

11

5

16

0

2

22

1

8

11

2

2

3

0

7

16

0

3

26

1

0 5 10 15 20 25 30

名鉄バス

N－バス

リニモ

地下鉄

一般タクシー

乗合タクシー

車：自分で運転

車：他人が運転

原付・バイク

自転車

徒歩

その他

利用人数（人／日・平均）

実験前平均

実験中平均

Ｎ＝72

46.7

43.4

5.9

18.4

21.1

9.2

7.2

5.3

2.0

0.0

43.5

27.1

12.9

11.8

10.6

7.1

4.7

4.7

0.0

8.2

0 20 40 60

H30調査（N=152）

R1調査：全体（N=85）

一般利用者 モニター 全 体

50.8

16.9

15.3

13.6

3.4

8.5

1.7

5.1

0.0

6.8

0 20 40 60

R1調査：モニター（N=59）

26.9

50.0

7.7

7.7

26.9

3.8

11.5

3.8

0.0

11.5

0 20 40 60

Ｎ－バス

一般タクシー

徒歩

家族などの送迎

名鉄バス

自家用車

リニモ

自転車

外出しない

その他

（％）

R1調査：一般利用者（N=26）
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